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組
織
強
化
拡
大
で
賃
金
労
働
条
件
を
改
善
し
よ
う

年 月 日 （昭和 年 月 日第三種郵便物認可）（毎月 、 日発行）第 号

政
府
は
「
医

師
削
減
」
の
閣

議
決
定
を
撤
廃

し
、
来
年
度
の

大
学
医
学
部
の

定
員
を
増
や
し

ま
し
た
。
ま
た
、
公
立
病
院

に
対
す
る
地
方
交
付
税
も
増

額
さ
れ
、
病
院
勤
務
医
の
人

件
費
や
産
科
・
小
児
科
救
急

に
か
か
る
特
別
措
置
・
不
採

算
医
療
地
域
な
ど
が
増
額
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
政
府

の
医
療
費
抑
制
政
策
・
医
師

不
足
・
地
方
財
政
危
機
の
三

重
苦
か
ら
自
治
体
病
院
と
地

域
医
療
を
守
る
運
動
の
成
果

で
す

日
本
看
護
協
会
は
看

護
師
の
過
労
死
を
受
け
て
初

め
て
看
護
師
の
労
働
実
態
を

調
査
。

人
に

人
が
過
労

死
ラ
イ
ン
、
時
間
外
労
働
の

割
が
未
払
い
、
勤
務
間
隔

が

時
間
以
内

割
な
ど
厳

し
い
労
働
実
態
。「
か
え
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
発
表

ア
メ
リ
カ
の
研
究
で
は
看
護

師
の
配
置
の
数
と
満
足
度
、

治
療
成
績
、
術
後
の
合
併
症

に
有
意
差
が
認
め
ら
れ
た
と

い
う
結
果
は
、
看
護
師
の
数

は
、
労
働
時
間
だ
け
の
問
題

で
な
く
医
療
の
質
、
成
績
に

関
す
る
大
き
な
要
素
な
の
で

す

対

看
護
体
制
で
、

診
療
報
酬
と
し
て
看
護
師

人
あ
た
り
の
賃
金
は
約

万
円
。
新
政
権
は
、
総
医

療
費
対

比
を

加
盟
国
平
均
ま
で
引
き
上

げ
る
と
云
う
な
ら
、
総
医
療

費
を

％
引
き
上
げ
る
べ
き

で
、
財
務
省
の
診
療
報
酬

％
削
減
は
す
べ
き
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

（

）

発行所 大阪府関係職員労働組合
大阪市中央区大手前

電話 （ ） ・内線
直通 （ ） （ ）

メール ＠

発行人 平井賢治 編集人 小山智美
（ 部 円）組合員の講読料は組合費に含まれています。

で
の
共
同
の
枠
を
広
げ
、
地
域

を
軸
に
、
労
働
者
派
遣
法
の
抜

本
的
改
正
や
最
低
賃
金
の
引
き

上
げ
、
非
正
規
労
働
者
の
待
遇

改
善
や
正
規
労
働
者
へ
の
切
り

替
え
な
ど
労
働
者
の
賃
金
や
権

利
を
大
き
く
改
善
さ
せ
る
、
ま

た
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
廃

止
を
は
じ
め
と
す
る
医
療
や
福

挨
拶
に
た
っ
た
平
井
委
員
長

は
、「
総
選
挙
結
果
は
、
国
民

一
人
ひ
と
り
の
一
票
で
政
治
を

動
か
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を

実
感
し
た
瞬
間
で
あ
っ
た
。
い

ま
闘
え
ば
要
求
が
前
進
す
る
と

い
う
言
葉
が
自
然
と
語
ら
れ
る

情
勢
」
で
あ
る
と
強
調
し
、「

年
春
闘
で
は
、
こ
れ
ま

祉
を
抜
本
的
に
改
善
さ
せ
る
、

さ
ら
に
は
憲
法

条
や

条
を

守
り
実
現
す
る
、
な
ど
の
と
り

く
み
に
全
力
を
あ
げ
よ
う
」
と

呼
び
か
け
ま
し
た
。

討
論
で
は
、

名
の
代
議
員

か
ら
発
言
が
さ
れ
ま
し
た
。「
府

庁
に
働
く
非
正
規
労
働
者
を
組

織
し
解
雇
を
撤
回
さ
せ
た
」、

「
府
民
の
権
利
を
守
る
た
め
公

務
労
働
の
あ
り
方
を
府
民
と
と

も
に
考
え
、
大
阪
版
市
場
化
テ

ス
ト
に
反
対
し
運
動
を
推
進
し

て
い
る
」、「
派
遣
法
改
正
署
名

を
と
り
く
み
、
全
労
働
者
を
視

野
に
入
れ
た
運
動
を
推
進
し
地

域
住
民
と
の
共
同
が
広
が
っ
て

い
る
」、「
粘
り
強
い
対
話
活
動

で
組
織
を
拡
大
し
て
い
る
」、

「
平
和
憲
法
を
守
る
た
め
、

条
の
会
の
活
動
を
と
り
く
ん
で

い
る
」
な
ど
、
職
場
・
地
域
か

ら
の
粘
り
強
い
と
り
く
み
や
貴

重
な
経
験
、
教
訓
が
発
言
さ
れ
、

要
求
実
現
に
向
け
た

年
間
の

た
た
か
う
運
動
方
針
を
決
定
し

ま
し
た
。

ま
た
、「
労
働
者
派
遣
法
の

早
期
抜
本
改
正
を
求
め
る
決

議
」「
大
阪
維
新
プ
ロ
グ
ラ
ム

案
撤
回
、
府
民
が
主
人
公
の
府

政
へ
の
転
換
を
求
め
る
決
議
」

の
二
つ
の
特
別
決
議
を
確
認
、

最
後
に
「
自
治
体
労
働
組
合
と

し
て
、
地
方
自
治
と
住
民
の
暮

ら
し
を
守
る
防
波
堤
と
し
て
の

役
割
を
担
い
、
憲
法
・
地
方
自

治
を
守
り
、
平
和
で
安
心
し
て

生
活
で
き
る
社
会
の
実
現
、
労

働
者
・
国
民
の
要
求
実
現
を
め

ざ
し
て
奮
闘
す
る
」
と
の
大
会

宣
言
を
行
い
、
た
た
か
う
決
意

を
固
め
あ
い
ま
し
た
。

年年春春闘闘年春闘

第

回
大
阪
府
立
病
院
機

構
労
働
組
合
の
定
期
大
会
が
、

日
社
会
福
祉
会
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

挨
拶
に
た
っ
た
芝
山
委
員

長
は
、「
新
し
い
情
勢
の
下
で
、

私
た
ち
と
国
民
の
運
動
で
要

求
が
前
進
す
る
可
能
性
が
大

い
に
あ
る
。
日
本
看
護
協
会

は
看
護
師
の
過
労
死
認
定
を

う
け
て
看
護
師
の
労
働
実
態

を
調
査
。

人
に

人
が

月

時
間
を
超
え
る
時
間
外

勤
務
を
し
て
お
り
、
そ
の
時

間
外
勤
務
の

％
が
未
払
い

に
な
っ
て
い
る
実
態
が
あ
き

ら
か
に
な
っ
た
。
看
護
協
会

は
職
員
の
安
全
と
健
康
を
守

る
た
め
『
ナ
ー
ス
の
か
え

る
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
を
提

唱
。
各
病
院
で
実
行
さ
せ
る

こ
と
が
重
要
。
ま
た
橋
下
知

事
が
大
阪
府
を
解
体
し
道
州

制
の
導
入
と
財
界
本
位
の
施

策
を
推
進
し
、
住
民
サ
ー
ビ

ス
を
低
下
さ
せ
て
い
る
。
府

立
の
病
院
と
し
て
機
能
と
役

割
が
果
た
せ
る
よ
う
み
ん
な

で
力
を
合
わ
せ
奮
闘
し
よ

う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

討
論
で
は
、
呼
吸
器

支

部
か
ら
は
「

月
か
ら

対

看
護
が
開
始
。
週
休
の
分

割
や
年
休
取
得
が
半
分
に
な

り
、
夜
勤
が
月

回
に

な
っ
て
い
る
。
退
職
者
が
続

出
し
て
い
る
」「
府
派
遣
の

現
業
職
員
は
い
つ
職
変
さ
せ

ら
れ
る
か
、
非
常
に
不
安
。

病
院
で
い
つ
ま
で
も
働
き
続

け
ら
れ
る
よ
う
、
取
り
組
み

を
強
化
し
て
ほ
し
い
」、
成

人
病

支
部
か
ら
は
「
昨
年

月
か
ら
病
棟
婦
が
直
接
雇

用
の
非
常
勤
職
員
に
な
っ
た
。

組
合
加
入
を
訴
え
、

名
を

超
え
る
人
が
組
合
に
加
入
し
、

業
務
の
改
善
や
年
末
年
始
の

賃
金
の
ア
ッ
プ
な
ど
を
勝
ち

取
っ
た
」、
急
性
期

支
部

か
ら
は
「

月
か
ら

対

看
護
に
な
っ
た
が
、
数
集
め

だ
け
で
職
場
に
対
応
で
き
な

く
な
り
、
退
職
が
多
く
、
す

ぐ
に
欠
員
に
な
り
年
休
も
取

れ
な
い
」、
母
子

支
部
か

ら
は
「
分
娩
部
の

人
夜
勤

要
求
に
つ
い
て
職
場
ア
ン
ケ

ー
ト
を
も
と
に
、
交
渉
を
行

い
、
病
院
全
体
で
看
護
師
の

定
数
が

名
の
増
に
な
っ
た
。

現
状
を
訴
え
る
中
、
組
合
員

も
拡
大
し
て
い
る
」
な
ど
、

発
言
が
さ
れ
、
運
動
方
針
が

決
定
し
ま
し
た
。

私
た
ち
の
運
動
で
要
求
が
前
進

す
る
可
能
性
が
大
い
に
あ
る

府
職
労
は
、

月

日
第

回
定
期
大
会
を
社
会
福
祉

会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。
午
前
中
は
、
府
職
員
労
働
組
合

第

回
定
期
大
会
、
府
立
病
院
機
構
労
働
組
合
第

回
定

期
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
は
全
労
連
・
自
治
労
連
が
結
成
さ
れ
て

周
年
の

節
目
の
年
の
大
会
と
な
り
、
大
会
発
言
を
通
じ
、
府
職
労

が
、
職
場
・
地
域
を
基
礎
に
労
働
者
・
府
民
と
共
同
し
た

運
動
を
推
進
し
、
全
労
連
・
自
治
労
連
運
動
を
支
え
て
い

る
こ
と
を
確
信
す
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

病院労組第 回定期大会

第 回府職労定期大会……第 回病院労組定期大会第 回府職労定期大会……第 回病院労組定期大会

働働
くく
ルル
ーー
ルル
をを
確確
立立
しし
よよ
うう

働
く
ル
ー
ル
を
確
立
し
よ
う

働くみんなの要求アン
ケートにご協力を

（ 月末までに）
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つ
い
最
近
、
新
聞
に
「
全

国
の
小
・
中
・
高
校
が

年
度
に
確
認
し
た
児
童

生
徒
の
暴
力
行
為
は
、

万

件
と
、
前
年
度
比

件
近
く
増
え
、
過

去
最
多
を
更
新
」
と
い
う
記

事
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

児
童
相
談
所
は
「
非
行
相

談
」
も
取
り
扱
っ
て
お
り
、

私
は
非
行
相
談
専
任
で
も
あ

り
ま
す
の
で
、
こ
の
記
事
に

強
い
関
心
を
持
ち
ま
し
た
。

私
は
、
現
在
（

月

日

時
点
）

名
の
児
童
の
担
当

を
し
て
い
ま
す
。
施
設
入
所

担
当
児
童
数

名
、
在
宅
指

導
中

名
と
い
う
内
訳
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
担
当

児
童
の
相
談
内
容
に
「
暴
力

行
為
」
が
あ
る
の
が

名
い

ま
す
。

児
童
を
指
導
す
る
際
、「
暴

力
は
、
人
を
傷
つ
け
、
自
分

も
傷
つ
く
こ
と
と
し
て
、

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
」

を
話
を
し
、
社
会
的
に
も
毅

然
と
対
処
さ
れ
る
行
為
で
あ

る
こ
と
を
法
的
に
も
説
明
し

ま
す
。

一
方
で
、
そ
の
児
童
と
関

わ
っ
て
い
て
痛
感
す
る
何
点

少
し
で
も
高
ま
れ
ば
と
い
う

こ
と
と
、
人
の
成
長
の
根
幹

で
あ
る
信
頼
関
係
の
構
築
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

家
族
に
対
し
て
は
、
児
童

同
様
に
暴
力
の
意
味
と
対
応

に
つ
い
て
話
し
を
し
ま
す
が
、

ほ
と
ん
ど
の
親
が
本
質
的
な

思
い
に
触
れ
な
が
ら
面
接
す

る
と
、
構
え
の
強
か
っ
た
親

が
、
途
中
か
ら
涙
を
流
し
な

が
ら
、
子
ど
も
の
安
定
を
願

う
思
い
を
話
さ
れ
ま
す
。

上
記
の
暴
力
行
為
を
学
校

別
に
見
る
と
、
最
多
は
中
学

校
の

万

件
で
前

年
度
比

％
増
と
な
っ
て
い

ま
す
。

私
が
担
当
す
る
児
童
も
、

圧
倒
的
に
中
学
生
で
す
。
最

近
、
悩
ま
し
い
事
は
、
親
の

学
校
へ
の
不
満
が
強
く
な
っ

て
い
る
こ
と
で
す
。
そ
の
多

く
は
「
子
ど
も
に
対
し
て
拒

否
的
・
否
定
的
で
す
」
と
い

う
も
の
で
す
。
本
来
、
親
と

学
校
は
一
体
と
な
っ
て
問
題

に
対
処
す
べ
き
こ
と
が
対
立

関
係
に
な
っ
て
い
ま
す
。

荒
れ
た
学
校
を
立
て
直
し

つ
つ
あ
る
中
学
校
の
生
徒
指

導
教
諭
に
質
問
し
て
み
た
と

こ
ろ
「
次
々
に
課
題
が
課
せ

ら
れ
、
教
師
に
余
裕
が
な
く

な
っ
て
い
る
こ
と
も
大
き
な

要
因
で
す
」
と
い
う
返
事
が

あ
り
ま
し
た
。
解
決
策
は
何

な
の
で
し
ょ
う
か
？

学
力
調
査
結
果
に
つ
い
て
、

橋
下
知
事
の
強
い
主
張
で
公

表
問
題
が
話
題
と
な
り
ま
し

た
が
、
非
行
少
年
等
の
学
力

不
振
児
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し

た
体
制
づ
く
り
に
よ
っ
て
、

調
査
結
果
の
ア
ッ
プ
を
図
る

視
点
を
ぜ
ひ
橋
下
知
事
に

も
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い

ま
す
。
そ
の
こ
と
が
、
全
国

最
悪
と
な
っ
て
い
る
大
阪
府

の
少
年
非
行
対
策
と
な
り
、

街
の
治
安
対
策
に
も
繋
が
る

と
思
い
ま
す
。

健康福祉支部相談所分会書記長 神夏磯 保

祉祉福福童童児児

か
は
、

家
庭
環
境
上
の
課
題
を
背

負
っ
た
児
童
が
多
い

学
力
不
振
が
目
立
つ

言
語
能
力
が
年
齢
相
応
に

育
っ
て
い
な
い

人
か
ら
認
め
ら
れ
た
経
験

が
乏
し
く
自
己
肯
定
感
が

低
い

と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
よ
う
な
課
題
を
も
っ

た
児
童
及
び
家
族
に
対
し
て
、

私
が
非
行
相
談
を
受
け
る
に

あ
た
っ
て
心
が
け
て
い
る
こ

と
を
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

児
童
に
対
し
て
は
、
前
記

の
よ
う
に
「
暴
力
は
、
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
こ
と
」
と
し

支
部
で
は
、
研
修
時
の
交
流

会
、
分
会
の
歓
迎
会
を
開
催
し
、

対
話
を
重
視
し
て
、
新
た
な
組

合
員
を
迎
え
て
い
る
。

保
健
所
支
部
の
活
動
は
、
労

働
条
件
改
善
と
住
民
サ
ー
ビ
ス

を
守
る
、
こ
の
双
方
を
基
本
に

す
え
て
運
動
し
て
き
た
。

年

代
以
降
の
保
健
所
を
守
る
運
動

は
、
こ
の
基
本
を
忠
実
に
運
動

に
取
り
組
み
、
幅
広
い
府
民
と

と
も
に
共
同
の
輪
を
広
げ
て
き

た
。
知
事
と
の
闘
い
に
は
、
こ

の
こ
と
が
ま
さ
に
求
め
ら
れ
て

い
る
。
今
こ
そ
私
た
ち
の
歴
史

ー
が
減
少
し
、
こ
れ
ま
で
築
い

て
き
た
運
動
の
継
続
が
困
難
で

あ
る
。
地
域
運
動
に
青
年
部
員

の
参
加
を
期
待
す
る
。

を
真
正
面
に
掲
げ
て
、
大
い
に

組
織
の
強
化
と
拡
大
に
取
り
組

も
う
。

て
意
味
と
対
応
を
話
し
ま
す

が
、
同
時
に
、
児
童
が
少
し

で
も
前
を
向
い
て
生
き
て
い

け
る
よ
う
に
と
支
援
メ
ニ
ュ

ー
を
考
え
ま
す
。

例
え
ば
、「
子
ど
も
が
好

き
」
と
い
う
話
題
が
出
れ
ば
、

施
設
で
の
保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
実
施
し
た
り
、「
将
来

は
美
容
師
に
な
り
た
い
」
と

い
う
話
題
が
出
れ
ば
、
美
容

専
門
学
校
に
見
学
に
行
っ
た

り
、「
高
校
に
進
学
し
た
い
」

と
い
う
話
題
が
出
れ
ば
、
学

習
支
援
を
実
施
し
た
り
な
ど

で
す
。

そ
う
い
っ
た
支
援
の
実
施

に
よ
っ
て
、
自
己
肯
定
感
が

が

％
の
状
況
で
あ
る
。
支
部

で
は
、
当
局
と
の
折
衝
で
、
勤

務
労
働
条
件
、
福
利
厚
生
が
不

十
分
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、

計
画
的
年
休
取
得
に
つ
い
て
具

体
化
す
る
よ
う
追
及
し
た
。

月
よ
り
出
生
届
を
書
い
た

医
師
だ
け
一
万
円
の
手
当
が
支

給
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
多

く
の
人
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
上

に
安
全
な
出
産
は
成
り
立
つ
。

こ
の
よ
う
な
手
当
の
支
給
で
は

な
く
、
助
産
師
の
資
格
を
認
め

た
助
産
師
の
給
料
表
を
法
人
に

要
求
し
て
い
る
。

茨木代議員
（保健所支部）

労
働
条
件
改
善
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
守
る

こ
と
が
運
動
の
基
本

秋
季
年
末
闘
争
の
署
名
行
動

で
は
、

日

回
職
場
に
入
り
、

昨
年
の
署
名
数
を
上
回
る
署
名

を
集
め
た
。
ま
た
、
学
習
会
で

は
公
契
約
条
例
を
学
び
、
公
契

約
条
例
を
制
定
す
る
よ
う
要
求

書
に
盛
り
込
ん
だ
。

地
域
運
動
で
は
、
働
く
ル
ー

ル
署
名
宣
伝
な
ど
、
府
職
労
が

中
心
メ
ン
バ
ー
と
な
り
、
そ
の

姿
を
見
て
い
る
と
、
僕
自
身
、

お
お
い
に
励
ま
さ
れ
、
活
動
の

原
動
力
と
な
っ
た
。
し
か
し
、

運
動
を
牽
引
し
て
き
た
メ
ン
バ

中川代議員
（土建支部）

地
域
運
動
へ
青
年

組
合
員
の
参
加
を

月
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
で
仕
事
を
辞
め
た
い
人
達

遠山代議員
（急性期 総合医療 支部）

仕
事
を
辞
め
た
い

人

％
弱パワハラ防止は人権意識のバロメ

ーターです。
いい仕事は、一人一人が大切にさ
れる職場から。
是非、皆さんからパワハラ防止に
関する川柳をお寄せください。
優秀作品をポスターにして配布し
ます。

パパパパパパパパパパパワワワワワワワワワワワハハハハハハハハハハハラララララララララララ防防防防防防防防防防防止止止止止止止止止止止ののののののののののの川川川川川川川川川川川柳柳柳柳柳柳柳柳柳柳柳募募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集集！！！！！！！！！！！パワハラ防止の川柳募集！

府府府府府府府府府府府職職職職職職職職職職職労労労労労労労労労労労新新新新新新新新新新新春春春春春春春春春春春のののののののののののつつつつつつつつつつつどどどどどどどどどどどいいいいいいいいいいい府職労新春のつどい

日時 年 月 日（金）
時 分

場所 新別館北館
・多目的ホール

記念講演

「大阪の文化を考える」
講師 木津川 計氏

（元上方芸能編集長・
和歌山大学客員教授）

計氏
・
授）

日時

場所

第第 回回第 回

府府職職労労ザザ ビビッッググススキキーー府職労ザ ビッグスキー
日程 年 月 日（木）夜出発

日（日 夜帰阪

場所 志賀高原
参加費 円

日程

場所

参加費

第第 回回中中中中中中中中中中中高高高高高高高高高高高年年年年年年年年年年年集集集集集集集集集集集会会会会会会会会会会会第 回中高年集会

日時 年 月 日（金）

場所 ドーンセンター

日時

場所

府府職職労労ススポポーーツツ祭祭典典府職労スポーツ祭典
第第 回回卓卓球球大大会会第 回卓球大会
日時 年 月 日（日）

場所 新別館南館
階体育室

日時

場所

大会宣言する木村代
議員（呼吸器・アレ
ルギー医療 支部）

申し込みは府職労書記局又はお近
くの役員まで 女性部


